全動脈グラフトによるCompositeおよびSequential吻合を併用した心拍動下冠動脈バイパス術 by 福井, 寿啓
 － 97 －
 
氏 名 福 井 寿 啓  
学 位 の 種 類 博   士（医  学） 
学 位 記 番 号 第 4929号 
学位授与年月日 平成 18年 9月 29日 
学位授与の要件 学位規則第４条第２項 
学 位 論 文 名 Total Arterial Myocardial Revascularization Using Composite and Sequential 
Grafting With the Off-Pump Technique 
(全動脈グラフトによるCompositeおよびSequential吻合を併用した心拍動下
冠動脈バイパス術) 
論文審査委員 主 査 教 授 末 廣 茂 文   副 査 教 授 葭 山   稔 
副 査 教 授 竹 内 一 秀 






























術後30日以内の手術死亡は認めなかった。術後早期のグラフト開存率はLITA 100％、RITA 100％、RA 97.3％、
GEA 100％であった。術41ヶ月後の累積生存率は96.1％、死亡を含めた心事故回避率は86.0％であった。以上よ
り、全動脈グラフトによるcompositeおよびsequential吻合を用いたOPCABを施行することで、良好な開存率と
遠隔成績を得る事ができた。 
本研究は動脈グラフトを多用した新しい冠動脈再建術式の有用性を示した研究で、重症多枝冠動脈病変に対
する外科治療の成績向上に寄与するところが大きいと考えられる。よって本研究は博士（医学）の学位を授与
されるに値するものと認められた。 
